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特
集
　国
重
要
文
化
財（
建
造
物
）西
海
橋

世
界
初
の

　新
工
法
へ
の
挑
戦

　令
和
2
年
12
月
23
日
、
佐
世
保
市
と
西
海
市

に
跨
ま
た
が

っ
て
架
か
る「
西
海
橋
」が
国
の
告
示
を

も
っ
て
国
重
要
文
化
財（
建
造
物
）に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
西
海
橋
は「
黒
島
天
主
堂
」や「
旧
佐
世

保
無
線
電
信
所（
針
尾
送
信
所
）施
設
」に
続
き
、

本
市
で
3
件
目
と
な
る
国
重
要
文
化
財（
建
造

物
）へ
の
指
定
で
あ
り
、
戦
後
に
建
設
さ
れ
た
橋

と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　西
海
橋
は
、
佐
世
保
市
と
当
時「
陸
の
孤
島
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
西
彼
杵
半
島
を
陸
路
で
つ
な

ぐ
た
め
に
、
昭
和
30（
1
9
5
5
）年
10
月
に
国

の
直
轄
事
業
と
し
て
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

　西
海
橋
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
太
平
洋
戦

争
の
開
戦
に
よ
る
事
業
の
中
断
や
資
材
の
調
達

難
、
地
形
上
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
題

に
直
面
す
る
中
、
技
術
者
た
ち
の
知
恵
と
長
年

の
努
力
が
実
を
結
び
、
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　完
成
当
時
、
西
海
橋
は
我
が
国
初
と
な
る
海

峡
を
渡
る
長
大
橋
と
な
り
、
そ
の
規
模
は
東
洋

一
を
誇
り
、
世
界
で
も
3
番
目
に
大
き
な
固
定

ア
ー
チ
橋
と
し
て
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
18（
2
0
0
6
）年
に
は
新
西
海
橋
も
完

成
し
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
人
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
佐
世
保
市
と
西
海
市
を
結
ぶ
陸
路
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
桜
や
渦
潮
を
楽
し
め
る
観
光
名

所
の
一
つ
と
し
て
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。

重
要
文
化
財（
建
造
物
）と
は

　
建
造
物
や
工
芸
品
、
彫
刻
な
ど
の
有
形
の
文
化
的
所

産
で
、
歴
史
上
、
芸
術
上
、
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の

を
総
称
し
て「
有
形
文
化
財
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
一
定
の
価
値
を
保
持
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
同
種
の
建
造
物
の
中
で
典
型
性
を
有
す
る
も
の

が「
重
要
文
化
財
」に
指
定
さ
れ
、
重
要
文
化
財
の
う
ち

特
に
価
値
の
高
い
も
の
が「
国
宝
」に
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
文
化
財
建
造
物
は
、
そ
の
価
値
を
長
く
維
持
す
る
た

め
、
適
切
な
日
常
管
理
と
周
期
的
な
保
存
修
理
が
行
わ

れ
る
な
ど
の
保
護
が
図
ら
れ
ま
す
。

05

名
称
　
　
　
西
海
橋（
架
設
時
は
伊
ノ
浦
橋
）

所
在
地
　
　
長
崎
県
佐
世
保
市
針
尾
東
町
～
西
海
市
西

彼
町
小
迎
郷

起
工
開
通
　
昭
和
25（
１
９
５
０
）年
11
月
23
日
起
工

　
　
　
　
　
昭
和
30（
１
９
５
５
）年
10
月
18
日
竣
工

路
線
名
　
　
国
道
２
０
２
号

橋
長
　
　
　
３
１
６
・
2
ｍ

幅
員
　
　
　
8
・
2
ｍ

中
央
径
間
　
２
４
３
・
70
ｍ（
支
間
2
1
6
ｍ
）

側
径
間
　
　
72
・
56
ｍ（
2
×
36
・
28
ｍ
）

橋き
よ
う
り
よ
う

梁
形
式
　
鋼
製
単
ア
ー
チ
及
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
四
連
ラ
ー
メ
ン
橋

　 　
今
回
の
特
集
で
は
、
西
海
橋
が
国
重
要
文
化

財（
建
造
物
）に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

西
海
橋
の
完
成
に
至
る
ま
で
の
歴
史
や
設
計
・

建
設
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
当
時
の
写
真
と
と

も
に
振
り
返
り
ま
す
。

張り出し架設（提供：長崎県土木部）



　
西
海
橋
は
、
長
崎
県
北
部
と
南
部
を
結
ぶ「
夢
の
架
け
橋
」と
し
て
多
く

の
人
々
の
期
待
を
担
い
、
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
西
海
橋
架
橋
の
歴
史
は
、
昭
和
初
期
に
地
域
住
民
か
ら
の
強
い
要
望
を

受
け
、
集
ま
っ
た
22
の
町
村
長
が
県
に
要
望
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

昭
和
12（
1
9
3
7
）年
、
県
の
事
業
と
し
て
西
海
橋
の
建
設
が
決
ま
り
ま

し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
に
よ
っ
て
事
業
は
一
時
中
断
。
戦
後
、
県

か
ら
国
に
対
し
西
海
橋
の
建
設
に
つ
い
て
強
い
働
き
掛
け
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
25（
1
9
5
0
）年
11
月
に
国
の
直
轄
事
業
と
し
て

着
工
さ
れ
、
昭
和
30（
1
9
5
5
）年
10
月
18
日
、
5
年
の
歳
月
と
事
業
費

5
億
5
千
万
円（
当
時
）を
か
け
、
つ
い
に
西
海
橋
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
西
海
橋
は
橋
脚
と
橋
脚
の
間
の
長
さ
を
示
す
支
間
が
2
0
0
ｍ
を
超

え
る
国
内
初
の
長
大
橋
で
、
完
成
当
時
は
東
洋
一
の
規
模
を
誇
り
、
ア
メ

リ
カ・カ
ナ
ダ
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
渓
谷
に
架
か
る「
レ
イ
ン
ボ
ウ
橋
」、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
ハ
ド
ソ
ン
川
に
架
か
る「
ヘ
ン
リ
ー
ハ
ド
ソ
ン
橋
」に
次
ぐ
世

界
第
3
位
の
固
定
ア
ー
チ
橋
と
し
て
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
設
当
初
は
戦
後
間
も
な
い
物
資
の
乏
し
い
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
当

時
は
ま
だ
貴
重
だ
っ
た
鋼
材
を
節
約
し
な
が
ら
十
分
な
強
度
を
持
た
せ
つ

つ
、
国
内
初
の
長
大
橋
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
西
海
橋
が
架
か
る
針
尾
瀬
戸（
伊
ノ
浦
瀬
戸
）は
水
深
が
40
ｍ

と
深
く
、
潮
の
流
れ
も
速
い
た
め
、
海
中
に
橋
脚
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
難
題
に
直
面
す
る
中
、
当
時
の
工
事
事
務
所

長
だ
っ
た
村
上
永
一
氏
と
𠮷𠮷
田
巖い

わ
お
氏
を
含
む
若
手
の
技
術
者
た
ち
の
技

が
光
り
ま
す
。

　
橋
の
形
状
は
海
を
ひ
と
跨
ぎ
に
す
る
固
定
ア
ー
チ
と
し
、
さ
ら
に
は
、

貴
重
な
鋼
材
を
節
約
す
る
た
め
に
穴
を
開
け
た
構
造
材
に
よ
る
ト
ラ
ス

ア
ー
チ
式
を
採
用
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
ま
し
た
。
設

計
に
当
た
っ
て
は
橋
全
体
の
形
状
の
ス
ケ
ッ
チ
を
繰
り
返
し
、
感
覚
的
な

バ
ラ
ン
ス
で
決
定
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

06

取り付け作業

側径間の工事

鉄塔とケーブル P6、P7の写真は長崎県土木部提供

夢
の
架
け
橋「
西
海
橋
」

若
手
技
術
者
た
ち
の
挑
戦

　設
計
を
担
当
し
た
𠮷𠮷
田
氏
は
、
当
時
別
の
会
社
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
大
学
在
学
中
に
ま
と
め
た
卒
業
論
文
が
評
価
さ
れ
、
説
得
を

受
け
旧
建
設
省（
現
国
土
交
通
省
）に
入
省
。
着
任
当
日
か
ら
全
て
の
設
計

を
任
さ
れ
、
わ
ず
か
4
カ
月
半
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
設
計
を
完
了
さ
せ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
𠮷𠮷
田
氏
は
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
携
わ
る
な
ど
、

西
海
橋
の
設
計
を
機
に
日
本
を
代
表
す
る
橋
梁
技
術
者
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
山
積
す
る
難
題
に
挑
み
、
実
現
さ
せ
た
技
術
者
の
多
く
は

20
代
の
若
者
で
、
彼
ら
の
奮
闘
や
、
部
下
の
手
腕
を
見
抜
き
彼
ら
を
信
頼

し
て
任
せ
た
上
司
の
姿
勢
な
ど
は
、
今
も
見
習
う
べ
き
点
が
多
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　設
計
完
成
後
も
困
難
は
続
き
ま
す
。
西
海
橋
の
建
設
に
お
い
て
、
水
深

が
深
い
針
尾
瀬
戸（
伊
ノ
浦
瀬
戸
）に
ア
ー
チ
主
構
の
架
設
を
ど
う
す
る
か

が
最
大
の
問
題
で
し
た
。
海
中
に
は
橋
脚
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
両
岸
か
ら
斜
め
の
ケ
ー
ブ
ル
で
吊
り
上
げ
て
ア
ー
チ
部
材
を
組
み

立
て
、
最
後
に
両
岸
か
ら
伸
び
た
ア
ー
チ
を
中
央
で
狂
い
な
く
接
合
す
る

（
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
）「
ケ
ー
ブ
ル
吊
上
げ
片
持
ち
工
法
」と
呼
ば
れ
る
工

法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
こ
の
接
合
作
業
に
は
、
建
設
に
使
用
さ
れ
て
い
た
鋼
材
の
性

質
な
ら
で
は
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
鋼
材
に
は
気
温
が
上
が
る
と
伸

び
、
気
温
が
下
が
る
と
縮
む
と
い
う
性
質
が
あ
り
、
風
の
強
さ
や
日
の
当

た
り
方
な
ど
に
よ
っ
て
も
伸
縮
に
差
が
生
じ
る
ほ
ど
繊
細
な
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
接
合
作
業
に
は
鋼
材
の
温
度
が
変
動
し
な
い
夜
明
け
前
の
時

間
帯
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
実
際
に
西
海
橋
の
接
合
作
業
が
行
わ
れ
た
の
は

冬
の
季
節
。
海
上
の
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
の
作
業
が
成
功
し
た
時
の

気
持
ち
に
つ
い
て
、
村
上
氏
は
著
書「
西
海
橋
を
架
け
る
ま
で
」の
中
で

「
大
村
湾
に
の
ぼ
る
朝
日
を
こ
の
時
ほ
ど
美
し
く
そ
し
て
感
激
し
て
あ
お

い
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
記
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
一
連
の
工
事
の
中
に
は
世
界
初
の
技
術
的
な
試
み
が
あ
り
、
戦

後
日
本
の
技
術
水
準
を
高
め
る
こ
と
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

07広報させぼ　2021.2

アーチの工事 アーチの上の作業員 鉄柱の取り付け

ケーブル吊上げ片持ち工法（出典：西海橋国指定重要有形文化財所見参考資料）

世
界
初
の
新
工
法
へ
の
挑
戦
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　西
海
橋
の
建
設
で
培
わ
れ
た
技
術
と
経
験
は
、
そ
の
後

の
日
本
に
お
け
る
長
大
橋
建
設
の
礎
と
な
り
、
天
草
五
橋

（
熊
本
県
）や
関
門
海
峡
大
橋（
山
口
県
・
福
岡
県
）、
瀬

戸
大
橋（
岡
山
県
・
香
川
県
）な
ど
の
架
橋
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。

　関
係
者
の
願
い
と
長
年
の
努
力
が
実
を
結
び
完
成
し
た

西
海
橋
。
こ
の
橋
の
完
成
は
周
辺
地
域
に
お
け
る
交
通
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
も
注
目
さ
れ
、
完
成
し
た
当
時
は
全
国
か
ら
訪
れ

た
修
学
旅
行
中
の
学
生
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
に

愛
さ
れ
続
け
る「
西
海
橋
」

竣
しゆんこう
工式（提供：長崎県土木部）

09広報させぼ　2021.2

　西
海
橋
の
下
に
は
日
本
三
大
急
潮
で
有
名
な
針
尾
瀬
戸

（
伊
ノ
浦
瀬
戸
）が
あ
り
、
1
年
の
中
で
干
満
の
差
が
ピ
ー

ク
に
な
る
春
に
は
特
に
大
き
な
渦
が
発
生
し
、
満
開
の
桜

と
豪
快
な
渦
潮
が
生
み
出
す
光
景
は
今
も
な
お
多
く
の
人

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、西
海
橋
の
周
辺
に
は
同
じ
く
国
重
要
文
化
財（
建

造
物
）に
指
定
さ
れ
た「
旧
佐
世
保
無
線
電
信
所（
針
尾
送

信
所
）施
設
」が
あ
り
、
海
峡
の
渦
潮
と
共
に
歴
史
的
な

巨
大
構
造
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
で
も
数
少
な
い

場
所
で
す
。
平
成
18（
2
0
0
6
）年
に
完
成
し
た
新
西
海

橋
と
西
海
橋
と
の
間
に
は
歩
行
者
デ
ッ
キ
が
整
備
さ
れ
、

隣
接
す
る
公
園
を
含
め
て
周
辺
を
周
遊
で
き
る
ほ
か
、
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
や
展
望
台
な
ど
が
あ
り
、
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

渡り初め（提供：長崎県土木部）
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多くの観光客でにぎわう開通した当時の「西海橋」

佐世保市では、西海橋建設当時の記録を残していくた
め、建設時前後（戦前から昭和 30年代まで）の西海橋
にまつわる写真を募集しています。建設途中や完成後
の様子、家族や旅行の記念写真など、いろんな写真の
応募をお待ちしています。
応募方法
市ホームページにある受付用紙に必要事項を記入し、
写真データとともに Eメール（bunzai@city.sasebo.
lg.jp）で文化財課へ　※ 1メール 10MBまで。
※プリント写真（A3サイズ以内）の場合、郵送（〒857-　
8585、住所不要）か直接、文化財課にお持ちくださ
い。写真はデータ化した後、ご連絡の上返却します。

〆切
　3月 1日（月）まで　※受け付けは平日だけ。
※写真は関係自治体と共同で実施する西海橋の記録保
存や情報発信などに活用する場合があります。

特集に関する問い合わせ　文化財課　☎ 24-1111

西海橋の「古写真」を募集しています

西海橋水族館と観光船（提供：市立図書館）

家族での記念写真

　12 月 6 日（日）、「YOSAKOI さ
せぼ祭り 2020 ソーシャル・ディ
スタンス・イベント～祭会～」が名
切グラウンドと島瀬公園で開催され
ました。毎年秋に開催されている
YOSAKOI させぼ祭りですが、昨年
は新型コロナウイルス感染症の影響
を受け、やむなく延期となりました。
　しかし、「何もないのは寂しい」「今
できることにチャレンジしたい」と
いうファンや踊り子の皆さんの声を
受け、感染症予防に取り組みながら

コロナ禍でもよさこいを楽しめる場
をつくるために今回のイベントが企
画されました。
　イベントには県内 15チームが参
加。それぞれの思いが込められた演
舞が披露されたほか、動画配信サイ
ト YouTube 上では「九州・中国学
生祭典 2020」で学生たちの演舞が
ライブ配信されるなど、新たな試み
も行われました。
　また、感染症予防対策として、会
場内にいる参加者やスタッフ、観客の

皆さんのソーシャルディスタンスの確
保に努め、受付での検温や演舞中の
マスクの着用・掛け声を控えるなど、
さまざまな工夫が凝らされました。
　例年と異なる形で開催された今
回、参加者の皆さんは人前で踊る喜
びをかみしめながら笑顔で演舞を楽
しみ、観客の皆さんからも声援に変
わるたくさんの拍手が送られ、盛況
のうちに幕を閉じました。
問YOSAKOI させぼ祭り実行委員会
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